






















































① GNSS受信機 GR10 
Leica社製。本体に収容される SD カ
ードにデータを収録する。  
② GNSSアンテナ AR10 
Leica社製。GR10に接続し、GNSS
観測衛星からの信号を受信する。 






④ ソーラーパネル NT-94TC 
SHARP 製。公称最大出力 93.5W 
観測点ごとに 2枚ずつ設置。 
⑤ 充電コントローラー PV1212D1A  
未来舎製。 
⑥ バッテリー CF-12V60SDC 
イーグルピッチャー社製。20時間率
容量 60Ah、観測点ごとに 2 台ずつ設
置。 




ブラウザから GR10 の WebUI にアクセス
して設定する。(図 2) 
GR10の設定 





























機器本体のローカル IP を設定する。 
AS-250のローカル IPと GR10のロ
ーカル IP は、PING の通るように設定
する。 





るグローバル IP を Web ブラウザ上で
打ち込むことで、GR10の WebUI に接
続するように設定した。 



















1 つの観測点の 1 日分のデータサイズが、
























   図 5 観測点ごとの通信速度 
 
7. 終わりに 
今回、口永良部島及び姶良カルデラ周辺
に新規GNSS連続観測点の機材準備から設
置まで、一通り体験した。機材の知識や現場
での設置作業の経験を多く得ることができ
た。 
2017年度は、桜島の南東部に当たる大隅
半島地域で同様な観測点を設置する予定で
ある。 
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